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泊発電所におけるマルファンクション付与訓練の試行について 

 

１. 訓練試行内容（案） 

（１）実施予定時期 

２０２４年３～４月頃 

（２）対象訓練 

可搬型大型送水ポンプ車によるＣＣＷＳへの給水訓練（要素訓練として実施） 

 

２. 対象訓練選定にあたっての検討事項 

➢ 前回面談（２０２３年１０月２３日）において、日本原電殿が給水訓練、当社が給

電訓練を対象として試行予定としていたが、給水・給電訓練以外で、かつ屋内作業

を含む訓練を検討できないか、との議論を踏まえ、対象訓練について再検討を行っ

た。 

➢ 現状、泊発電所にて重大事故等対応手順として整備し、訓練を実施している手順の

うち、屋内作業を含むものを抽出し、その中から今回の試行にあたって適切と考え

られる条件（環境条件の悪化による臨機な対応が期待できる、ある程度の作業量が

ある、模擬とする作業が極力少ない、等）を踏まえ検討した結果、給水訓練以外で

条件に合致する訓練は無かった。 

➢ 今年度、訓練試行を実施する日本原電殿では、ＳＦＰ給水訓練を対象とする計画で

あることを考慮し、泊発電所では、「可搬型大型送水ポンプ車によるＣＣＷＳへの

給水訓練」を対象とすることとする。 

➢ 上記訓練では、屋内作業としてＣＣＷＳ接続口へのホース敷設作業が含まれてお

り、屋内でのマルファンクション付与による対応を確認することが可能である。

（想定訓練時間は約４時間、屋外と屋内の作業割合は６：４程度） 

 

３. 今後の検討事項 

➢ マルファンクション事例リスト（日本原電殿資料）を参考に上記対象訓練において

付与が可能となる具体的なマルファンクションについて検討し、マルファンクシ

ョンリストを作成する。 

➢ 日本原電殿の試行訓練（２０２４年２月実施予定）の結果も踏まえ、訓練体制やマ

ルファンクション付与方法等、詳細な訓練実施方法について検討を進める。 

 

以 上 


